
















の法制史料など八書目の影印と解題を収める。独立行政法人国立公文書館に属する内閣文庫は、その沿革から江戸幕府の紅葉山文庫本のほか昌平坂学問所本、医学館本、和学講談所本など、歴史的に貴重な史料群を収蔵する。本叢刊では先に近世篇全一〇〇巻を刊行したが、これ 続く今回の古代中世篇 、善本として、また他に例のない写本として知られる同 所蔵の古代中世の史籍約三〇書目の影印を刊行する計画であ 以下、本冊に収録された書目を紹介していきたい。『明法条々勘録』 （小口雅史氏解題）　
一冊。 文永四年 （一二六七） 中原章澄著。 暦応四年 （一三四一） 書写。
興福寺大乗院旧蔵（他書を含め一連の大乗院什物は、明治二一年前後に一括して内閣文庫に売却されたもの） 徳大寺実基から諮問
された一六箇条の法律上の疑義に対する勘申で、明法家として坂上家に対抗した中原家の学説を現在に伝える 「天下の孤本」 であり、内閣文庫本が唯一の伝本である。『公家新制四十一箇条』 （小口雅史氏解題）　
一冊。康永三年（一三四四）書写。興福寺大乗院旧蔵。その内
容は弘長三年（一二六三）八月一三日宣旨で、前々年の「関東新制条々」との関係が注目されてき 。 『中世政治社会思想』 （岩波日本思想大系） ・ 『中世法制史料集』の底本である。『法曹類林』 （鹿内浩胤氏解題）　
三巻。藤原通憲編。嘉元二年（一三〇四）頃書写。紅葉山文庫
旧蔵。重要文化財。もとは金沢文庫本で、享保七年（一七二二）加賀前田家より幕府に献上された。 『法曹類林』は全二三〇巻（あるいは七三〇巻）とされるが、今に伝来するの 、巻一九二・一九七・二〇〇・二二六と巻次不明の断簡にとどまる。内閣文庫に所蔵される三巻は、①巻一九 の二紙（第１紙・第５紙）と巻次不明の三紙（第２～４紙）からな 巻子（全五紙） ②巻一九七の第１紙のみからなる巻子 （全一紙） ③巻二〇〇 （ 五紙）である。朱書・朱点が見られ、影印は朱墨二色刷 なっている。『法隆寺伽藍縁起并流記資財帳』 （小口雅史氏解題）　
一冊。一八世紀末頃書写。甘露寺家旧蔵。天平一九年（七四七）

















所蔵折本）のほか、藤貞幹書写本の存在が知られる。甘露寺家に伝わった内閣文庫本は 甘露寺国長と貞幹の交流関係からみて、藤貞幹書写本と兄弟関係にあたる重要な写本 一つと考えられる。『広隆寺縁起』 （小口雅史氏解題）　
一冊。明応三年（一四九四）書写。昌平坂学問所旧蔵。広隆寺
の縁起ないし資財帳には、九世紀後半の成立で広隆寺に伝えられている国宝『広隆寺縁起資財帳』 ・同『広隆寺資財交替実録帳」があり、また『朝野群載』巻二所収の承和年間成立の『 縁起』が知られる。もと林家所蔵であ 本書は、寺家に伝わっていた記録等を参照して一三世紀中期の後嵯峨院 頃以降 したもので、平安時代の広隆寺の歴史を解明するうえで 重要史料といえる。『清獬眼抄』 （新井重行氏解題）　
一冊。享保九年（一七二四）書写。紅葉山文庫旧蔵。書名の「清」
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